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21世紀の科学知 のあるべき姿
日本学術会議 会長

吉川弘之

1999年6月にBudapestで開催された,国際科学会議

(lCSU)とユネスコとの共催になる,世界科学会議の声

明文は,4つの章から成っていて,それには｢有用な知

識のための科学+,｢平和のための科学+,｢開発のための

科学+,｢社会のための科学+という標題がつけられてい

る｡ICSUは物理,化学などの純粋科学中心の,学会連

合とアカデミーとからなる組織であるが,それがこのよ

うな標題からなる声明文を出したことは非常に重要なこ

とである｡それは.科学が応用と関係なく進歩し,その

成果を社会が選択して利用する,という図式が.もはや

成立しないことが,ここでは明確に述べられていると考

えられるからである｡

それではどんな図式がこれから描かれるべきなのか｡

単純に応用志向が強まるということでは決してない｡そ

れどころか,科学は,生命はもちろん,社会や人間行動

などへと,その対象を拡げながら,ますます基礎的性格

を強めて行くのである｡そして,様々な事柄についての

知識が,ますます増大して行く｡その中で,世界科学会

議で述べられた,何々のための科学,というのは,この

ように基礎研究によって急増する知識を,｢利用するこ

とについての知識+を,我々が身につけなければならな

いことを意味しているのである｡
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考えてみれば,長い人類の歴史において,対象につい

ての知識は,それを利用する方法についての知識と一体

になって,いわば組になっていたと考えられる｡しか

し,近代における科学は,この両者を分離し,それぞれ

独立したものとすると同時に,対象についての知識を先

行させ,体系化したのである｡利用方法についての知識

は,応用の学として,対象知識に付随するものと位置付

けられた｡

しかし,何々のための科学というコンセプトの中に

は,この分離を拒否し,対象知識と利用知識との合体,

というメッセージが込められている｡いわば,組として

の知識の復権である｡

この合体作業とはどのようなものであるかを考えると

き,わが国が高度経溝成長を遂げたときの製造業を想い

出すべきである｡そこで行われた行為は,必ずしも記述

可能ではなかったが.利用知識の追究であり,そこには

ある種の体系が感じられていた｡

この,まだ記述に成功していない利用知識の体系を.

我が国の経験から抽出し記述すること,それは我が国の

産業のためでなく,今後の科学の進展の中で大きな意味

を持つものであると思われる｡
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lTが生み出す｢見えざる大陸+
経営コンサルタント

大前研一

世界経済は今,lT(情報技術)化の大きなうねりの中に

いる｡什は経漬だけでなく,社会や投資の在り方まで変

えようとしている｡21世紀の入り口に立ち,私たちはこ

れをどう乗り切れば良いのか考えなければならない｡

それには,まず,什革命の本質を見極めることが大切で

ある｡

最近,私は｢見えざる大陸(THEINVISIBLE CONTト

NENT)+という本を出版した｡｢見えざる大陸+とはIT化

によらて出現しつつある新しい世界のことである｡その

特色は四つある｡(1)これまでの国家を前提にした経済

(｢見える大陸+)と全く違う｡(2)最初の特色の裏返しで

｢見えざる大陸+がボーダレス(国境なき経済)な性格を持

っている｡(3)サイバー化,ネットワーク化が急速に進

む｡(4)マネーの性格が数式や方程式によって大きく変

化することである｡

私は,国家があろうとなかろうとボーダレスな経済が

あるという考えである｡それは,lT化などにより,ヒト,

モノ,カネ,情朝力ゞ自由に行き来するのが本来の姿だと

いう認識である｡その,ボーダレス化に一番早く気がつ

いた国家がアメリカである｡アメリカは20年ほど前から

ボーダレスなグローバル経済を前提にした政策に転換し

ている｡現在,アメリカが唯一世界経済の覇権を握って

いると言われがちだが,そうではなく,｢見えざる大陸+
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の性格にいち早く気付いただけである｡

我々はこれまで,マネーを単に通貨ととらえてきた｡

ところが.マネーというものはいろいろ化けるのであ

る｡端的な例がコンピューターを馬匡侵するデリパティプ

である｡現在あるものの数倍,数十倍,時には数百倍に

も化ける｡株式市場もマネーが化ける格好の場である｡

我々はこの変幻自在なマネー自身が作り出すマルティプ

ル(倍率)経溝の強さともろさを認識することが必要とい

える｡

現在,日本でも内閣の経清新生の切り札に様々なIT政

策が提唱されている｡しかし,本当に必要なことはその

程度のものではないと考える｡IT政策の基本は,法律を

変える,そして新しい人材を育成するという二つであ

る｡これからの時代,世界,経漬の枠組みは見える人に

は見えるが.見えない人には見えないものとなる｡什と

財務,つまりお力ネの性格を知り,英語を使いこなし,

見えないものが見える構想力を持った人材が必要にな

る｡そして世界中のと卜,モノ,カネ,情報が日本に集

まってくるように,まずは規制緩和,環境整備,産業イ

ンフラの充実を行い,一丁が生み出す｢見えざる大陸+を相

手に活躍できる人材を数多く輩出する社会環境がこの21

世紀に必須のものとなっている｡
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｢生活産業の時代+を えて
慶應義塾大学経済学部 教授

島田晴雄

1990年代に未曾有の"試練”を経験した日本経済は,21

世紀に入った今.新たに｢生活産業の時代+を迎えてい

る｡広範な分野にわたる｢生活産業+が,人々が本当に望

んでいるもの,すなわち｢生活者+の"ウォンヅ'に応える

サービスや商品を提供していくこと-それによって日

本経済は本格的な回復だけでなく.21世紀の新たな繁栄

を手にすることができるのである｡

明治以来,わが国は急速な工業化を推し進めてきた｡

これらは一貫して,技術を導入･開発し,海外に製品を

輸出するという,いわば｢工業輸出立国+の考え方に基づ

くものであった｡その結果,わが国は世界の経済大国に

発展したが,国内の社会や人々の生活をみると,その多

くはいまだ本当の豊かさというものを享受していないの

が王馴犬である｡

しかし21世紀の経済の舞台では,これまで脇役だった

生活者が前面に出てきて,主役を演じるのである｡そし

て,経済の中心は生活者を支える｢生活産業+へと移行し

ていくことになる｡

生活者の潜在ニーズをいかに的確にとらえ,新しいサ

ービスや商品をスピーディーに開発し,マーケットに提

供していくか一企業経営の明暗はこの一点で分かれる

と言ってよい｡ここでは,従来の｢生産中心+の考え方を

脱却し,常に生活者の"ウォンヅ'から出発するという,

発想の大転換が必須となってくる｡

依然として一般消費は停滞しているものの.わが国の

生活者の貯蓄率は非常に高く,世界に類を見ない水準に

ある｡高齢化･少子化の急速な進行や,情幸馴ヒ,グローバ

リゼーションの進展など,社会を取り巻く環境は急激に

変化しており,家庭生活や人々のライフスタイルやニー

ズも大きく様変わりしている｡ここに生じた生活者の新

たな"ウォンヅ'に,今後急速に発展してゆく｢生活産業+

のビジネスチャンスと潜在マーケットがある｡

例えば.子育て産業｡深刻な少子化に歯止めを掛ける

ためにも,女性の高学歴化や労働市場への参加によって

生じた育児負担を免除し,支援していく社会的インフラ

や環境作りが急務となっている｡ここで情報通信ネット

ワークを駆使し､それぞれの家庭事情や個別ニーズに適

した,きめの細かい子育て支援サービスを創出すれば,

その潜在需要ははかり知れない｡また高齢者福祉･介護

などのケア産業においては,多くの情戟システム技術を

うまく組み合わせることで,まるでひとりひとりに"執

事”がいるような,思いのままの快適な老後を暮らせる

介護施設･サービスも可能であろう｡

あるいは住宅産業｡わが国最大の規模を持つ建設･建

築業界がみずから構造改革に取り組み,情報コストを大

幅に低減し.効率化と生産性向上を図れば,"人間一生.

家三軒”が当たり前になることも夢ではない｡

こうした分野だけでなく,21世紀には,さまざまな

｢生活産業+が,いかにすれば生活者が健康で幸福な暮ら

しを営むことができるかを常に追求し,ひとりひとりに

向けて,生活全般にわたる｢ライフ設計システム+を提案

していくことになるであろう｡そして,それを成しえた

者だけが,新たなメガ･コンペティションを勝ち抜いて

いくことになるのである｡ (談)
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｢iモード+の主役はテクノロジーではなく人間
エディトリアル･ディレクター

松永真理

｢あなたのどのアイデアがほ-ドに結びついたのか+

米経済誌｢フォーチュン+のインタビューで質問された

とき,迷わず次のように答えた｡

｢私のアイデアなんかではない｡私の存在である+と｡

ドコモに私は3年いたが,いまだに携帯電話も使いこな

せない程の情報機器オンチである｡その代わり,いつで

もビギナーと同じであったため,ドコモの技術者は私が

使えるかどうか,いつも私の視線まで降りてきてくれた｡

つまり私は,開発のベンチマークになりえた訳である｡

iモードを開発するにあたってまず考えたのは.ツー

ルという発想を捨て去ることだった｡ツールと捉えた瞬

間に,スペックは上がっていく傾向にある｡どうも技術

者には,ハイスペックにする性(さが)があるように思え

てならない｡

ツールではなくメディアと捉えると,ユーザーに使わ

れて始めて成立することがわかってくる｡ふつうの人が

日常の生活シーンで,｢使えるね,iモード+｢いけてるよ

ね,ほ-ド+と言ってくれることを開発の目標値とした｡

ところが,これをメーカーの技術者にいくら説明して
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もなかなかわかってもらえない｡｢携帯電話からインタ

ーネットにつながる高機能機種ですね+と｡最初にあが

ってきたデザインモックも.見事なまでにエグゼクティ

ブ仕様といった仔まいなのである｡

またまた､説明する｡

｢私のような技術に弱い人間にとっては,高機能と言

われるとそれだけで難しそう,と感じてしまいます｡ま

して多機能とか言われると,わあ使いづらそうと思って

しまいます｡高機能とか多機能とか意識させずに,あく

まで電話だと思っていたら‥･でお願いします+

テクノロジーが主役ではない｡主役であるのは人間で

あって,テクノロジーは人に使われて初めて真価が問わ

れる｡テクノロジーだと意識させずに,ふつうの人に使

われるまで進化していくのがテクノロジーの役割である｡

そうやって完成したiモードは発売から1年9ケ月で

1,500万契約を突破した｡恐るべき技術の進化が,手の

中の70g足らずの携帯電話のなかで日々起こっている｡

実に不思議で,実にエキサイティングである｡

松永 真王里(まつなが まり)
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ナノエレクトロ=クス時代のシリコンチップ
ケンブリッジ大学 教授

ハルーン･アーメツド

集積回路内の半導体デバイスの単位がサブミクロンからナ

ノスケールになり.電子工学は｢ナノエレクトロニクス+の新しい

時代を迎えている｡最小寸法は,今後10年以内に現在最先端

の100nmから10nmに縮′トされ.速度,処理能九記憶能力

の急増がもたらすデバイス･パフォーマンスの向上が,さまざまな

新商品の開発に結びつくであろう｡しかし,この実現には,幾つ

かの難題への対決とその解決が必要である｡

まずこのような微細な次元で不可欠な,高度な集積技術や

複雑なデザインの回路をつくることができるかということである｡

原理的には可能でも,実際に商業的な生産レベルでこうした

デバイスをつくるのは容易ではない｡とりわけこれまでも難題と

されてきたリソグラフィーの問題である｡現在実現している技術

のひとつに大容量電子線リソグラフィーがあるが.大量処理を

しながら高解像度を保つためにはいっそうの開発努力が必要

である｡また,先進光リソグラフィーをとり入れることでもさらなる

発展が期待される｡その他にも多層化,エッチング,ドーピン

グ,金属配線の主要分野でも問題が残っているが,技術が躍

進し対処できると私は信じている｡またデザイン関連で生じる

問題の解決も重要であり.確かな成功には,よりよいデザイン

オートメーションが必要である｡

具体的にはチップが高密度化し,拡大することで生じる消費

電力が増すため,チップが正常に機能するための適温の保持

が困難になる｡この課題を解決するにはチップを冷却するか,

回路のロジック･ステートまたはメモリー･コンテンツ定義のため

に送りこまれる電子数を減らすか,この二通りしかない｡基本的

なレベルでいえば.消費電力はチップ内に送られる電子数で決

定するので,単一電子デバイスや少数電子デバイスが消費電

力抑制の鍵を握っている｡また.チップ冷却技術と少数電子デ

バイスを融合するソリューションの確立が最も理想的といえる

が.そこでもチップ冷去肘支術の躍進が必須となる｡このソリュ

ーションはチップの温度を低温に保ちながら少数電子デバイス

の性能を飛躍的に向上させるであろう｡

将来的にはチップの機能性を高めることも重要である｡｢集

積(integration)+ということに再び着目し,ひとつのチップで幾

つもの記憶機能を兼ね持つだけでなく,次世代チップは処理

九記憶九センサーを融合しなければならない｡これらの融合

により,チップは出力装置を制御して機動するために信号をモ

ニター,感知,調整する,ひとつの知的な統合システムとなる

のである｡ユーザーが持ち歩くポータブルシステムの中の次世

代チップは,ユーザーの置かれた環境をモニターしながら,セン

サーにより判断し,警告し,ユーザーとのコミュニケーション経

路を確保し,健康に有害な状態を診断し,間違いがあればこれ

を正すようになるであろう｡シリコンチップの普遍(ubiquitous)

性とそのあらゆる有効性から考えて,このチップが別のタイプの

チップに取って代わられるとは思われない｡バイオあるいは磁気

の物質によるシステムがシリコンシステムの可能性を凌駕でき

るかどうかは,はるか遠い未来の問題であるが.そこで最も有望

と考えられるのは,他の物質やサブシステムがシリコンチップと

合体し,シリコンチップの特性を生かしつつ,生物質などによっ

て特殊な処理が可能となるというシナリオである｡

ナノ単位に突入し.1nmの次元に到達するとなれば物理学

でも新しい分野が開拓されなければならない｡デバイスの特性

は量子効果に影響され,未知の現象や理論的には予測可能

でも実験であまり確認されていない現象がデバイスを操作する

基準となる｡シリコンによる量子レベルの情報処理や演算は,

チップの革新的な情報処理法へつながり,遂には大量処理能

力と超低消費電力の"スーパーパワーデバイズ'を実現するに

違いない｡

ハルーン･アーメッド(Har00nAhmed)
1936年インド･カルカッタ生まれ._ 炎【玉】ロンドン大学インペリ

アルカレッジで押′羊_L∴少帥】ケンブリッジ大学でPh.1).,理学博

上ぢ一を収得-.米州IB九ノⅠワトソン研究所を希至てケンブリッジ大学

で電子線リソグラフィーおよびそのナノストラクチャー構築へ

の応川研究に従事.-､硯f11単一電子デバイスおよびl目柑各に注目

した量子効果デバイスの物理と構造の研究,1nm以下の新ナノ

ストラクチャー技術の開発などに取り組んでいる._ 現在,ケン

ブリッジ大学･コーパスクリスティカレッジマスター兼ケンブ

リッジ大学･キヤベンディッシュ研究所･マイクロエレクトロ

ニクスリサーナセンター所良一.



｢創造力+がつくる

21世紀の新たな価値

芝浦工業大学学長 ノーベル物理学賞受賞者

江崎玲於奈

日立製作所常務･研究開発本部長

日立評論･HITACHIREV忙W企画委員長

浅井彰=郎

｢科学技術の世紀+から｢人間と生命の世紀+ヘー今,新たなミレニアム(千年紀)が開幕した｡

私たちを取り巻く社会は大きく変貌しており,価値がいっそう多様化する21世紀は,A.G.ベルの

有名な言葉｢時には踏みならされた道から離れ,森の中に入ってみなさい+を借りれば,もはやそれ

自体が一つの大きな｢森+と言えるのかもしれない｡

21世紀という｢森+の中で,人間の｢創造力+がつくり出す新しい価値と,テクノロジーや企業の果

たすべき役割についてノーベル物理学賞受賞者の江崎玲於奈･芝浦工業大学学長と,日立製作所

の浅井彰=郎･研究開発本部長が語り合う｡

新しい社会をつくるのは｢創造力+

浅井 新しいミレニアムが始まる21仲紀の今,私たち

の社会はあらゆる面で大きな転換期を迎えています｡)本

口は,人間と科学技術の関係を中心にして,これから

つくられていく新しい価値と,私ども企業がそこで果

たすべき役割について,お話ししていただきたいと思

います｡

江崎 アイザック･ニュートンの有名な言葉に,｢自分が

ほかの人間よりも遠くを見ることができたとするならば,

それは巨人の肩の_Lに乗っていたからにほかならない｡+

という一節があります｡巨人の肩の上に乗るというのは,

人類の知識における進歩のいきさつを止確に理解するこ

とです｡これは過去の蓄積であり,いわば｢温故知新+で

す｡しかし巨人のLに乗るだけでなく,そこでみずから

未来を眺めたところに,ニュートンの未知への挑戦があ

ったのです｡21世紀をつくっていくには,こうした未知

なるものに挑戦することがきわめて重要でしょう｡

浅井 20世紀末から,グローバリゼーションと人競争時

代,いわゆる｢メガ･コンペティション+を背景として,

全世界を相手にして優勢な技術や商品を持たかナれば,

勝ち残っていけない時代に入っています｡私ども企業人

にとっても仕事に取り組む姿勢,発想を変えていく前提

として,未知への挑戦という精神が不可欠ですね｡

江崎 企業でも,一方には将来を現在からの延長線上と

してとらえる見方がある｡例えば,営業活動は,来年の

売り_Lげを今年より何パーセント多くしたいといった形

で考える傾向があります｡その対極が研究開発です｡将

来は人間によってつくられる,あるいは自分がつくって

いくという考え方です｡それを信じなければ,企業とし

て研究投資をする意味がない｡∩立は,わが国で最も研

究開発に投資をしており,世界的に見ても有数の大企業

です｡)こうした規模になりますと,やはり社会全体に対

して大きな責任を持っていると言えますね｡

浅井｢ドッグイヤー+と言われるように近年,ビジネス

の速度が非常に速くなってきています｡当然,研究開発

の方針を含めて,企業の経常や事業に関係するすべての

判断も速くしなければならない｡私ども日立は,情報,

バイオテクノロジー,環境,エネルギーなど,社会や

人々の生活にとって重要な分野に事業を集中し,人々や

社会のこ-ズにこたえる製品,サービス,ソリューショ
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ンを提供していこうとしています｡そのためには人間の

生活や社会,広い意味での文化の理解を探めることが大

事だと考えています｡

江崎 人間の文化を考えますと,私たちは古きよきもの

を愛するという心情,すなわちローカリティーの豊かな

伝統文化と,反対に新しいものを求めてやまない好奇心,

それは科学の文化と言ってもいいですが,この二つの文

化の中で生活しています｡後者は同時にグローバルな要

素でもありますが,最近は芸術でも音楽でも,非常にグ

ローバルな色彩が強くなっています｡

情報やバイオテクノロジーといった分野もまったく新

しい未知の領域ですから,このグローバルな志向をより

いっそう発展させていくでしょう｡

人間の知的能力には,一方に現在あるものを理解し,

分析･解析し,判断･選択する｢分別力(judiciousmind)+

があり,その一一方で,将来に向けて,イマジネーション

を働かせて,先見性のもとに新しいアイデアを生み出す

｢創造力(creative mind)+があります｡新しい時代をつ

くっていく今,この創造力というものが強く求められて

います｡

【,.血..._.-､レ㍗や｡
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｢創造力+をはぐくむ教育のあり方

浅井 創造力は,人間の根本に関わってくる事柄ですか

ら,まず教育の問題としてとらえる必要があー)ます｡教

育の場で個人個人に潜在している創造力を伸ばす環境を

どのようにつくっていくかについて,先生はどのように

お考えでしょうか｡

主工崎 人間の行動を決するには,大きく分けて遺伝情報

(nature)と遺伝外情報(nurture)という,二つの要因があ

る｡どちらが大事なのか｡生物学者は,先天的な遺伝情

報が大事だと言い,社会学者は育成,遺伝外情報が大事

だと主張します｡教育者はもちろん教育が大事だと言う

でしょう(〕しかし私は,一番大事なのは,天性つまり遺

伝情報をよく知り,それに合った育成をすること,これ

が創造力をはぐくむシークレットだと思うのです｡

浅井 それには教師なり親なりが子供たちひとりひとi)

をよく見ていく,あるいは特性や個性を見抜くことが必

安ですが,それ以上に子供たち自身に,自分が何をやり

たいのかを自覚させて,自分の力でそれをつかんでいく

こと,周囲がそれをサポートしていくことが大切になり

ます才a｡

江崎 これまでの日本の教育では,まずお手本になる模

範生がいて,各人の個性や特性とほ関わりなく,学習指

導要領に基づき,一律に｢皆さん,それに倣いなさい+と

いう傾向がありました｡これは本当の意味で平等ではな

い｡今度の教育改革国民会議で私が主張したのも,それ

ぞれの人に合ったカスタムメードの教育をするというこ

とでした｡

浅井 子どもの個性を見抜いて教育をする,もともと持

っている性質から長所を引き出す｡本来``education''と

いう言葉にはそういう意味もあります｡教育とはそもそ

も非常に手間が掛かるものなのですね｡しかし今までは

効率性を優先してこの手間を省いてきたようにも思い

ます｡

江崎 今までの時代はそれでも事足りた,通用したと言

えます｡企業でも同様ですね｡1場の一律大量生産のよ

うに,ルーティンな仕事が多かった｡ところが現在はひ

とりひとりが考えながら取り組まなければならない仕事

が増えています｡考えるとは,創造力を働かせることで



"0rganizedChaos”

一企業における研究開発一

琳

ぺ三野

′y小甘ヂ

浅井彰二郎(あさい しょうじろう)

1941年兵庫県生まれ｡63年東京大学工学部卒業,

68年同大学院応用物理学専攻博士課程修了,同

年日立製作所入社｡73年米国スタンフォード大学

客員研究員｡89年中央研究所副所長.91年基礎

研究所所長,97年研究開発推進本部長,99年常

務･研究開発本部長｡工学博士｡.､

すっ 企業で働いている従業員の方々にも,それぞれの創

造ノJを発揮してもらわないと,その企業は繁栄しないわ

けですね｡佃々の崩モ業だけでなく.11本のl二丘1全体が

"jし1dicioし1Smilld…だけでやっていける仲代ではなくなっ

ています｡ですから.教育の分野でも能ノJに止こじた教育.

習熟度別教育,少人数の教育が必要になってきています二.

また,教育棟関や学校は,社会との紙び付きをもっと緊

常にしていく必要がありますrl特に1†業は,社会の動向,

新しい技術がわかる立場にある.′､.わかるだけでなく､

それを身に付けないとサバイバルできないのが崩モ業です

からっ

浅井 そうですね､つ 私どもホモ業としても､教育関係者

に対し,自分たちがどういう教育をしてほしいかを伝

え,またこれからの産業や社会で重安になるような,

新しい課過や問題意識を共有していかなければなりま

せんね｡.

浅井 多岐にわたる分野で綾数の研究者が参加して行う

糾織的な研究は,企業における研究開発の最大の特徴で

す.二.その一方,現在は研究でのベンチャー志向も顕著に

なってきました‥= アメリカの学牛は,′トさな企業に入っ

たり.口分で企業を起こしたりして白己実現を求める傾

向が見られますr二 また.人企業の巾でアイデアを待た人

が独‾､†してi朋荘したり,人介業の小から新しい事業が川

ていくケースも増えてくるでしょう1=.こうした時代にな

ると,大石モ業の研究開発でも,これまでは,成果はもっ

ばら社内でぎ■11一日するという考えでしたが,むしろ研究成

栄をlけ場に出して､研究者の子‾J二動を社内に制限しないほ

うが会社としても望ましいというように,社会や崩モ業の

認識も変わってきていますし｡

江崎 私が束応酬言l二業(現ソニー)に人件したのは,H∈綿+

3川i(1956勺りです.‥.まだ従業員500人ほどの企業でしたが,

経営者の井探大さんは′捌こ未来を眺めて仕事をしようと

されて,半導体という未知の分野にすべてをかけたわけ

です.二_枇はチャレンジ精神が非常に旺盛で,まだそうい

う情報をだれも持っていなかった時代に,みずからトラ

ンジスタを発明したベル研究所に行きました｡そしてア

メリカという【玉lで,"CreativeFailure(創造的失敗)◆'という

枯神を知ったのです｡ノ 締常者にはそういう失敗を認める

ことが必要です｡ただしいくらクリエイティブといって

も.失敗は失敗ですから,それをどれだけ許容できるか,

またそこから仙をつかむかが肝要ですぐ〕これは経営_l二の

リスクを恐れないということにも通ずると且しうのです｡.

浅井 私ども企業の研究者も,企業における研究開発の

中で,l′l分たちの創造力を発揮していかなければならな

いとノ占しいますが,汀崎光年もまさに企業の巾でたいへん

な業績を成し遂げられました｡カモ業的な組織と,その中

における創造力がどういう関係にあるとお考えでしょう

か-ノ企業の中ではどのように個人の創造力は発揮できる

のでしょうか.二.

江崎 当時の東京過信工業はいわば``Organized Cha()S

の二状態でした(二′いろんな人間が白山奔放にやっているの

だけれども,会社としては統一･があるという状況です｡

そういう巾で,私は｢エサキ･トンネルダイオード+をつく
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ったわけです(｡それぞれの人間が白分の個性,創造力をノ此

う存分発押できる,そういう非ノ削二刺激的な環境だったの

です｡)一般的に研究者が創造力を発挿するには,基礎的な

桝究,アカデミックな研究の分野での"Academic

Freedom”が必要ではないかと考えがちです｡〕しかし,私

臼身のことを言いますと､人学に残っていたら,多分ノー

ベル賞はとれなかったと′臥うのです｡当時の人学で悼十号

をとるためには,クリエイティブなテーマをり一えられなか

ったからです｡それで企業に入り,半導体という新しい分

野でトンネル効果を研究した｡_,企業だからこそできたわけ

です｡もちろん企業で創造力を発揮するには,マネジメン

トの質が塵要です｡マネジメントが研究者を竿秤しすぎて

はいけませんが,いいものが生まれたときにはそれを見抜

く直観と,サポートしていく判断が必要です√)

21世紀の研究テーマは
｢人間+と｢社会+

浅井 私は,科学や研究の分野以外にも,例えば企業経

営やマネジメントでも,あるいは行政や教育制度におい

ても,江崎先生が研究で発揮されたような創造力はあり

柑るし,これから特に大事だと考えています(〕

振り返れば,さまざまな椎類の特性や個性,またさま

ぎまな学別分野の人たちを集めて,組織的な研究をする

企業の研究開発自体が20世紀のマネジメント的な発明で

あったと言えるのではないでしょうか｡

江崎 研究には川つの段階があると思います()まず第一

江崎玲於奈(えさき れおな)

1925年大阪府生まれ｡47年東京大学理学部物理
学科卒業.同年神戸工業入社｡56年東京通信工

業(現ソニー),60年米国】BM T.+.ワトソン研究所
主任研究員,92年筑波大学学長,98年茨城県科

学技術振興貝オ団理事長､99年つくば国際会議場館

長,2000年4月より芝浦工業大学学長｡｢エサキ･ト

ンネルダイオード+の発見｡起格子など半導体量子
構造の提唱と研究により,1973年ノーベル物理学

賞.74年文化勲章,98年日本国際賞,和一等旭日

大綬章を受章｡日本学士院会員｡理学博士｡

ービス,情報ソリューションなどが中心になってくると,

研究のありノノも変わってきます｡

が,仙二他うかという応川や用途を考慮しない純粋な基礎 昨今では｢知識社会+,｢ナレッジマネジメント+などと竃

研究｡宇宙開発のような,実仰勺好奇心だけで,宇何に夢を 言われていますが,そうなると研究者が創造力を発揮す

託すといった研究ですぐ｡次の研究は,応月ほ視野に入れた るには,l+分の専門分野だけを追究していくのではなく,

基礎研究ですね｡私が企業でやっていたのも,そうした基 研究半の外側の叩二糾二もっと日を向けて,専門外の分野に

…′.ノ惑…････1･-･･毒

∃

一′要式

健研究の一つでした｡二番目として,製1l.-.の前段階となる も積極的に飛び出していかなければならない｡

一般技術を開発する部門がある｡そして最後にトーマス･先生が光ほど研究とは両極端にあるとおっしゃった,営

エジソンに象徴される,実際の製品開発です｡ 業をはじめとする現実の人間社会に研究のモチベーション

いずれの研究にも特別な創造力が求められるには違い を求めることが大事になってきている｡例えば,営業担当

ありませんが,一般l桝こ言えば,最初の基礎研究は個人 やお客様とどう話し,そのニーズをどう引き附すかといっ

に負うところが非常に大きい｡しかし開発になると,組 たことが研究者にも求められている時代だと思うのです｡

織や集団の協ノJが必要ですから,個人とはまた別の創造 江崎 コンピュータの歴史でも,最初はいかに新しい技

ノJが必要になるでしょう｡ 術を開発するかが竜祝されていました｡開発されると,

浅井これからビジネスや事業も大きく様変わりし,サ｢こういう技術ができたので,使ってください+と言いま

菜■､●
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す｡新しい技術が次々にできる時代は,技術を中心にすべする｡マネジャーでも研究者でも,たまには技術の世界

てが動きます｡しかし,技術が定着してくると,それをカを離れて現実社会の｢森+に飛び込む｡そうしてみること

スタマーがどう使うかが貴要になってきます｡カスタマーで,違った新しい景色が見えてくるように思うのです｡

を無視して開発するべきではないと気づくのです｡企業の江崎ベルの言う｢森+には,非常にいろんな多様性があ

研究所も20年前と比べると,研究の重点が大きく変わってり,そこから知的刺激を受ける｡何か新しい刺激を受け

います｡ると,やはり感件が刺激を受ける｡知性や感性を磨いて

最近のアメリカの研究開発投資では,IT関連分野のサいくには,その刺激にいかに共鳴するかが大切なのです｡

ービス産業やソフトウェア部門の比率が伸びてきていまもちろん道もないし,危険な敵が現れるかもしれないわ

す｡従来はハードウェアの製造業が中心で,基礎研究からけだから,緊張感がある｡しかし,そこで新しいものに

応用,開発と進めていたわけですが,ここへ来て研究の中触れる｡新しい体験となるわけです｡私自身も,今から

心が,よりカスタマーに近いソフトウェアヘと移ってきて40年前にアメリカに渡って,アメリカの文化に触れる機

いるのです｡会があった｡日本とは違う別の文化を体験して,新しい

ものを見つけることができたのです｡

､▲.｢踏みならされた道+から浅井社会全体の中に創造力をかき立てるような仕組み
21世紀の｢森+の中へを組み込むことが大切です｡また,やはり若い年代に冊

界の一一流に接し,その胸を借りて,刺激を受けることが

浅井研究者が創造力を発揮していくには自由な精神が不必要ですね｡

可欠です｡そこで思い出すのが,アレキサンダー･グラハ江崎そうです｡若い人たちが,視野を広げ,国際性を

ム･ベルの｢時には踏みならされた道を維れて森の中に人身に付けることが,目頭のアイザック･ニュートンの言

っていきなさい｡そうしたら,必ず何か新しいものが見つ菓のように,遠くを見通すことにつながっていくのです｡

かるであろう+という言葉です｡踏みならされた道を歩く浅井実は先Uも若い研究者たちと話しまして,彼らが

ほうが安心ですから,私どもはとかく日常的な仕事を継続プロゴルフの丸山茂樹やプロ野球のイチローと同じよう

しがちですが,ここで言う｢森+とは▼-･体何なのでしょうに,-Itl二界に出ていくことに何のこだわりも持っていない

か｡21世紀の｢森+はどこにあるのでしょうか｡ことを知って,うれしかったのです｡かつては選ばれた

江崎私がベル研究所を訪ねたのは1958年ですが,ベル人たちだけが世界と接していたわけですが,これからは

の胸像がつくられたのは生誕百周年の1947年でした｡そ全員が世界と接するような時代になってくる｡全員参加

の年にトランジスタが発明されました｡トランジスタはの世界大競争時代で日本人の中から創造力が引き出され

真空管の延長線上ではなかった｡まさしく｢踏みならされることを期待しています｡

た道+を離れたところで生まれたのです｡だからそのとき江崎グローバリゼーションの時代では,ヒト,モノ,

に彼の言葉がたいへん生きたわけです｡カネが国境を越えて行き渡る｡インターネットやEメー

ベルが言った｢森+とは,要するにいろんなものがある,ルも,地球上の人間から距離の差と時間の差をほとんど

多様性ということだと思います｡そこには草花もあるだなくしたわけですね｡私たちの世代と違って今の若い人

ろうし,昆虫や動物もいるだろう｡いろんなものがあっは,気後れも気負いもなくアメリカの社会,外国の社会

て,いろんなものに出会う｡そういう多様なものに刺激に入ることができるのです｡科学者でも,口本人の語学

を受けることが研究でも大事なのです｡もだいぶ上手になりましたしね｡

浅井私は,21世紀の｢森+,少なくとも私ども企業研究

子宝三三≡冨｢駕芸芸芙孟孟芸三言三三喜芸‡ア三三こ∈∋進む研究領域の交流と融合差

は多様惟があって,将来何が現れるか予想できない｡し

かし,だからこそそこに新しい未来をつくっていこうと浅井ソフトウェアやコンピュータサイエンス,あるい
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はナレッジマネジメント,カオス･複雑系など,新しい紀には自然のドラマの中に入り込んで,自然のプレーヤー

領域に対する取組みが重要になっています｡科学や技術 として行動することが求められるようになるでしょう｡

の研究でも,経済問題や社会現象を視野に人れていかざ

るを得ないですね()

き∠〆′だ‾竹■■､･､･ちゝ多様性を認め合う江崎 口本学術振興会の研究に｢未来開拓+という分野が もィし･･ぎ

企業･社会をめざして
ありまして,私はその責任者をしていますが,その中で

異なる系列の技術や学問を融合する試みを行っていて,浅井すべての人が自分白身の可能性を最大限に,自由に

これを｢複合領域+と呼んでいます｡ここでは,例えば電 発揮していく世界という理想がアメリカ社会の基本価値に

子社会は一体どうなるかといった問題をさまざまな分野 なっていると,経済学者のフレデノック･A･ハイエクが

の知識を駆使して多角的に検討したり,メディカルサイ 指摘しています｡口本人も自己の吋能性,創造力を発揮し

エンスとロボティックスを結び付けたりしています｡ て,世界に員献していくためには,どのような社会をつく

浅井 21世紀には高齢化問題や難病の克服のために,ラ り上げていけばよいのか,最後にお何いします｡

イフサイエンスが主要になり,また一一方で環境が大きな 江崎 たいへん人きな問題です｡H本は言うまでもなく集

テーマとなるでしょう｡その面から私どもはさまざまな 団を重視した社会ですし,アメリカは個が中心になってい

産業分野の変革に貢献できると思っています｡例えば電 ます｡個と集団は人類史_L,永遠の課題でもあります｡例

気自動車です才a｡これはまだ構想段階なのですが,現在 えば企業の従業員は,その企業の繁栄のために働くのか,

の白動車でもエンジン,モータ,インバータなど,電機 あるいはそれぞれ人間の個性を生かすために働き,その結

技術の領域が多くあります｡それをさらに発展させて自 果として企業が繁栄するのか｡どちらが主でどちらが従

動車産業全体に新しい風を吹き込みたいと止しっているの か｡社会全体にしても,個人の活躍と集団の繁栄と安寧,

です｡これからは自動車の燃料形態も変わっていくでし いずれにプライオリティーを置くのか｡またアメリカとい

ようし,近い将来には電気自動車が当たり前になる時代 う国は,平均を求められない多様性の社会でもあります｡

が来るかもしれません｡ 日本も,そういった多様性を認めるような社会になってい

江崎 電気自動車で世の中を変えよう,人の上=再を変え くでしょう｡教育でも,国家や社会のための教育という発

よう｡その実現に向けて臼_‾､∑もグループ全体で取り組ん 想から個人の天性,個性を発見して,カスタムメードの教

でいこうということですね｡将来は予想できないからこ 育でそれを育てていく方向に移行していく｡

そ,リサーチが重安になるのです｡ それぞれの人間に,自分の才能を最大限に発揮するた

浅井10年後の2010年には,当社も創立日周年を迎えま めの教育を施され,企業においても個人が才能を発揮す

すが,そのときには事業内容も創立当初に比べて人きく る｡それを通じて,企業も繁栄するし,日本全体も繁栄

様変わりしていると思います｡1999年10月には,研究部 する｡そしてその結果,多様性を認める社会になる｡こ

門も深く関与する形で,ライフサイエンス推進事業部を うして個と個がお止いに高く評価することで,創造力が

設立し,遺伝子情報に関係したサービス事業を開始しま 伸びていくと私は思うのです｡

した｡こういった新しい分野での取組みが私どもの事業 浅井 多様性とはすなわち個ですね｡個別の多様なお客

を変えていくものと考えています｡ 棟のニーズに即したソリューションを提供するrl立,そ

江崎 それは,現在の日立が持つ強い部分と,ほかの何 して,それを担う私たち日立のひとりひとりも,各人が

かを結び付けることによって現実のものになっていくで 自分の創造力を発揮しながら,仕事の中で自己達成感を …∃
しょうね0 実現していく,そんな企業でありたいと思っていますし, く･葦･ぎ∃

浅井さんが指摘された点は,サイエンスの分野でも同じ また是非そういう社会を築いていきたいと思います0
ミ､議イ宗覧…･琵‡

傾向があるのです0科学者は,今まで自然に対して傍観 江崎201昨の日周牢記念には,大いに繁栄したH謀に
義誠,ぴ

者,バイスタンダーでした｡自然に触れて,傍観者として なってください｡
ポ,'■

自然を観察して,そのルールを解明してきた｡しかし21世浅井ありがとうございました｡

⊇き2雪`･･

無さじヨ÷亡き上マ､粉ぜく〝′
ニー‾-⊥☆■ニ■
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